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Gopher【ゴファー】

インターネットにおける分散型の情報提供システムであ

り、GopherサーバーとGopherクライアントによって構

成される。米ミネソタ大学で開発された。WWWサーバ

ーとWWWクライアントの関係によく似ているが、

Gopherではメニュー形式で情報の検索や取得を行う。メ

ニューは階層構造になっており、下位のメニューを次々に

選択して目的のファイルにたどり着く仕組みになっている。

選択したメニューに他のGopherサーバーへのリンク情報

（URL）が埋め込まれていると、そのサーバーにジャンプ

し、そこで再びメニューを選択するようになっている。す

べてのGopherサーバーは理論的にはどこかで互いにリン

クされており、1つの情報空間を形成しているように見え

ることから、これをGopherspace（ゴーファースペース）

と呼んでいる。Gopherはテキストベースのシステムであ

るが、TurboGopherなどのクライアントプログラムではグ

ラフィカルインターフェイスを提供して操作性を改善して

いる。情報提供の主役はWWWに移ってはいるものの、

まだテキストしか処理できないホストも数多くあり、一定

の役割を果たしている。ミネソタ大学のマスコットがジリ

ス（gopher）であること、「ものを取りに行く」という意

味がgo farであることから、この用語が使われている。

TELNET【テルネット】

インターネットの標準プロトコルの1つ。手元のホストを

端末として使い、遠隔地にあるホストにログインして直接操

作できるようにする端末エミュレーション用プロトコル。FTP

など同じように、ツールの意味でも使われている。

インターネット用語解説：06 金森 國臣

nv【エヌブイ】

X11 Windowsで動作するテレビ会議（video conference）用ツール。

通信はユニキャストまたはマルチキャストで行うので、CU-SeeMeで使

用しているリフレクター（サーバー）に相当するものは存在しない。高速

大容量の回線を必要とすることから、通信経路にはMboneを使う。その

ためワークステーションや高速のルーターなどが必要であり、通常の設備

ではnvを利用することはできない。ローリング・ストーンズがインターネ

ットでコンサートを中継したことはよく知られているが、このときにnvが

使われた。nvでは映像だけしか送受信できないので、音声用のツールが

別途必要になり、通常はvatとペアで使用する。

vat【バット】

X11Windowsベースの電話会議（audio conference）用ツール。

1対1または1対多のホスト間で、音声の送受信をユニキャストま

たはマルチキャストで行う。マイクロフォン以外にとくに必要なハ

ードウェアはないので、ワークステーションでそのままvatを動作さ

せることができる。

ping【ピン】

Packet InterNet Groper（パケットによるインターネッ

トの捜索）の略。遠隔地にあるホストが存在（動作）して

いるかどうか、あるいは稼働しているかどうかを確認する

ためのプログラム。確認しようとするホストにpingパケッ

トを送り、応答（マニアックにpong（ポン）パケットと呼

ぶ人もいる）が返ってくればそのホストは動作しているこ

とになる。コマンドとして用意されているシステムもある。
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ゲートウェイ【gateway】

一般的には、ネットワーク間の中継を行う装置やプログ

ラムのことをいう。異なるプロトコルを使用しているネッ

トワークの間でプロトコルを変換するプログラムのことを、

プロトコルコンバーター（protocol converter）として区別

することもある。異なったシステム（例:WWWサーバーと

データベース）の間を仲介するプログラムを広い意味でゲ

ートウェイと呼ぶこともある。

サーチエンジン【search engine】

情報検索システムのこと。インターネット上には膨大な情報が存

在しているが、1箇所に集中しているわけではなく、世界中に分散

している。情報の所在を調べるための手段として各種のサーチエ

ンジンがインターネットでは提供されている。YahooやInfoSeek

などのWWWサーチエンジンでは、検索の対象となるホームペー

ジのURLやキーワードを登録し、検索用のインデックスを作成し

ている。登録は、通常、ホームページの管理者からの電子メール

の送付あるいはサーチエンジンのホームページに用意されている書

式への入力によって行われるが、WWWロボットと呼ぶプログラ

ムによって各WWWサーバーを「訪問」し、自動的に登録している

サーチエンジンもある。ArchieサーバーやWAISサーバーもサーチ

エンジンの一種にあたる。

前回に続き、今回もインターネットツールを中心に解説しました。

E-mail to： ip-term@impress.co.jp

Archie【アーチ】

各ホストに格納されているファイルを自動的に検索して

インデックスを作成し、それをデータベースとして提供す

るサービスのこと。おもにanonymous FTPサイトに格納

されているファイルの名前をデータベースにしている。こ

のデータベースをArchieサーバーと呼び、通常は200万

以上のファイルのインデックスが格納されている。Archie

サーバーを検索することによって、目的のファイルが存在

する場所（サイト）を簡単に探し出すことができる。検索

はArchieクライアントプログラムで行い、ファイルの取得

にはFTPツールを使う。NetscapeなどのWWWブラウザ

ーでもArchieサーバーを検索できるが、この場合はゲート

ウェイサービスを利用する。電子メールの送付やTELNET

によるログインでもArchieサーバーを利用することができ

る。日本では、WIDEプロジェクトがArchieサーバーを管

理している。Archieはarchine（保管する）に由来する。

IRC【アイアールシー】

Internet Relay Chat（インターネットリレーチャット）の略。ネットワーク

上でテキストによる会話をリアルタイムで行うためのシステム。IRCクラ

イアントを使ってIRCサーバーにログインし、特定の話題（トピック）に

ついて議論したり、おしゃべり（chat）を楽しんだりする。会話は公開す

ることもできるし、内密にすることもできる。機能上は電話を使ったパ

ーティーラインによく似ている。

finger【フィンガー】

ある特定のホストに接続しているユーザーについて、そ

のユーザーのフルネーム、最後にログインした日時などの

情報を入手するためのプログラム。たとえば、「finger

taro@impress.co.jp」と入力すると、インプレス社のホ

ストにアカウントを持っているtaroという文字列を含んだ

ユーザー（ichitaroなど）について知ることができる。UNIX

などでは、コマンドとして用意されている。
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